
民話から見た「ふるさと大東」 
出版祝賀昼食会 

日時：2007 年 2 月 3 日（土曜日） 
節分 正午～午後 2 時 

（昼食・著書「ふるさと大東」・トメやん団子付） 

講師：塾生 東口恵子さん 
会場：法善寺横町“えび家”・法善寺 

一生の内に、
いから世に

自分が書いた本を一冊で
い 送り出したいと思う人は
多いが、作家
いと、な

くり絵本コンクール第四回最
第七回 井口文秀賞を受賞した

塾生の東口恵子さんが絵本執筆の為に

篇、古堤街道・東高野街道 2 編を、
Ａ５番 280 ペー
いう本として纏め昨年 12 月に初出版。 

き、知っているよ
話に
るな

か

なった徳兵衛さん・勿入淵・鯉の散

やエッセーリスト以外でな
普通 人が の思いを実かなか の そ

現できる事は難しい。 
全国手づ
優秀賞・

収集した大東市を中心とした大阪の民
話 16
ジの「ふるさと大東」（一冊 1500 円）と

ふるさと大東・大阪を見つめ直したと
うで知らないことが多くて驚いた。次の世代にも民
託された先人の思いを伝えたい！生活環境が変化す

で、郷土の財産である民話がどんどん消えていくこと
に東口さんは焦りを感じ、10 数年来収集した写真・資料
をふんだんに織り込んで読みやすい本に編集。 
その出版祝いを兼ねて、節分のお昼に法善寺横町の伊勢
海老料理“えび家”に東口さんを囲み、2 時半からは文
楽人形“八重垣姫”も法善寺境内で行われた豆撒きにお
神酒も頂き、中座の芝右衛門狸の祠後を訪ねた。 
収録作品 ： 《民話》：さかれた龍・だんじり・野崎まいり・お染
久松・トメやん・深野池に飛び込んだ観音さま・中池のガタロ
ウ・ガタロウの窓・神さまに
らし紋・はちかづき・草薙剣・笑い猫ガラスケ・芝右衛門狸・長
柄の人柱 《街道》：古提街道・東高野街道 

 

節分のお昼に法善寺横町の“えび家”に集う 
お昼前、打ち水をされた石畳を横切り、法善寺横町の伊

勢海老料理“えび家”の暖簾を潜る。会場は三階、小春

日和で暖かく、開け放たれ

た窓から法善寺の水掛不動

さんが覗き見ることができ、

そこに山伏数名が集い節分

会の護摩木が積み上げられ

ていた。時々読経の声に混

じってほら貝の響きと線香

の香りも舞い上がってくる。

正午過ぎに、参加者が全員揃ったところで、下野さんの

発声で白ワインで乾杯。付きだしに活き伊勢海老のお刺

身・ご飯と食事を味わいながら歓談したり、絵本の原本

を回し読みしたところ

 

で、手渡された本を手に感想など

まじえ恒例の参

人垣が出来始めた法善寺さんの架設

た。 

を

加者の自己紹介が

一回り。 
そこで、「ふるさと

大東」の原本になっ

た絵本「とめやん」

を手に、東口さんの

読み聞

かせと

なった。

参加者

も子供

のよう

に物語

に聞き

入って

いる間

に 、 2
時半近

く「えび家」さんの

路地を抜けて一行は

舞台近くに歩み寄っ

 
前で記念写真をとったところでその

法善寺さんの節分会と芝右衛門狸が居た中座ビルへ 

水掛不動さんの前で

護摩木が積み上げら

れている。紅白の横断

幕に包まれた一角で

若住職・市会議員・府

会議員の挨拶後に文

楽人形の八重垣姫も

加わって節分を迎え

よい年をと祈りを込

豆も撒かれた。人垣の中

を退場する八重垣姫と

もまじかに遭遇できた

法善寺さんでの節分会

を楽しんだところで、中

めて合掌。鏡割りとつづ

きお神酒が振舞われ、福

●芝右衛門狸の概略

締めとなり自由解散。 
希望者は、芝右衛門狸が祀ら

れていた中座に移動した。 
：「ふる

けて大阪・中座へ。 

役者も「いい芝居ができ

ると、芝居に人が集ま

さと大東」より。淡路島の洲本

に芝右衛門という芝居好きな

狸が、大阪から着く船で帰っ

て来る人の道頓堀の芝居が素

晴らしいという噂をききつけ、侍に化

ちょうど上演していた菅原伝授手習鑑の歌舞伎の舞台で

仁左衛門の晴れ姿に感動し、思わず大声を揚げ、ついう

っかりと尻尾を出してしまい大騒ぎ。「狸が暴れてい

る！」とばかりか叩き殺されてしまった。それから小屋

には人が入らず、狸を殺したからだろうか・・・あの狸

も芝居好きで仁左衛門に声をかけ

めた人々が小さな祠に建てて、

ますように」と祈願するようにな

り、道頓 
堀の賑わいも戻

ったそうな。 
 
 

たのだろうかと心を痛

 
 

 



● 1653 年に建てられた中座が、戦火によって消失し
たが再建され古典味ある劇場として親しまれてき
たが 1999 年閉館。淡路島洲本の芝右衛門が武士の
「三隈八兵衛」に化けて殺された後、「芸の神」「福

芝

 
 
 
塾生

に ら切 絵 にした
言 われるがとんでもない。絵 本 作 家 と言 ってもよい
量 だと思 う。ふるさと大 東 と名 付 けているが大 阪

。また、東
恵 子 さんの大 阪 民 話 を継 承 する素 晴 らしい手

、

。

と
ろ」が、民 話 の中 には、しっかりと含 まれ
感 慨 の気 持 ちに浸 っています。平 易 で
民 話 の文 体 と各 民 話 の末 尾 の説 明

 
JR野崎駅前 和菓子店「壬生」
TEL0720-78-0300」トメやん団子 
 5本ｾｯﾄ 577円（税込み） 

 
参加者（敬称略･ｱｲｳｴ

一般 ： 枝松緑・宮
塾生 ： 秋山建人 三・下野譲・

杉山英三・中村京子・中村孝夫・田中俊三・谷福
江・原季美子・原田彰子・堀内紀江・森川千世子・
山口信男・米川俊信  

の神」として舞台の奈落に祀られていた「八兵衛
明神」には、芝右衛門だけでなく中座近辺に棲む池
の狸も合祀されていたので、中座の閉館と同時に
右衛門は洲本へ里帰りし、他の狸は生國魂神社の源
九郎稲荷社へ引き取られた。2002 年に中座は解体
事中にガス爆発で全焼した。 

の下野譲さんは、「本 を見 てまずその絵 本 の美 し
驚 いた。東 口 さんは絵 が下 手 だか

工

さ
と
力
市 内 から北 河 内 の私 の地 域 まで広 く網 羅 されてお
り、ふるさと大 阪 と言 えなくもないがこの名 付 けは東
口 さんの大 東 に寄 せる熱 い思 いが籠 められていると
思 う。ふるさとに残 されている話 を消 えてしまう前 に
纏 めたもので東 口 さんの使 命 感 を感 じることができ
る。書 かれている民 話 は読 んでいてほのぼのとなる
話 ばかりで子 供 や孫 に聞 かせたいものばかりだ。ぜひ
皆 さんに読 んでもらいたい。」との感想文を寄せて、さ
らに知り合いの大東の企業の方にも紹介すると購入
依頼が東口さんのところに舞いこんだ 
 
塾生の秋山建人さん（別名熟塾の絵師・また別の名を

路地健） 
法 善 寺 節 分 会 にお参 りご苦 労 様 でした
口

作 り絵 本 と朗
読 のご披 露 あ
りがとうござい
ま し た 。 早 速
帰 って「ふるさ
と大 東 」のご
本 を拝 読 させ
て も ら い ま し た
「長 柄 の人
柱 」など生 ま
れ育 った近 郊
の地 での民 話
には、切 実 な
思 いを感 じま
「贖 罪 のここ

ており、深 い
わかりやすい

文 から感 じる
浪 速 史 実 への深 い造 詣 には舌 を巻 くほどでした。
「熟 塾 」には、こうした多 才 な方 々が、実 は多 くおら
れるのだなあと改 めて認 識 した次 第 です。蛇 足 なが
ら、えび家 に行 く前 に法 善 寺 横 丁 の入 り口 で描 い
たスケッチ下 手 絵 を添 付 します。ご笑 覧 下 さい。 
 
 
 
 
 
 

した。人 の中 に潜 む「残 酷 なこころ」

 
 
 
 

 
 

ｵ順）： 
本雅彦  

・大利忠・鍛冶睦子・北原祥


